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１月31日にロータスインで 
行われた打合せ会：写真右 
辻一郎教授：写真左 

　トータルケアの強化 
健康寿命の延伸に向け 

  

  

                            
こ
の
打
合
せ
会
に
は
、
町
関
係
者

や
保
健
師
、管
理
栄
養
士
、に
し
あ
い

づ
福
祉
会
の
職
員
が
出
席
。
始
め
に

山
口
町
長
が
「
平
成
四
年
か
ら
松
崎

俊
久
先
生
の
指
導
に
基
づ
き
、
保
健
 

・
医
療
･
福
祉
の
各
種
事
業
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
嶋
常
允

先
生
の
指
導
の
も
と
健
康
な
土
づ
く
 

り
と
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
保

健
と
医
療
、
福
祉
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
は
、
辻
先
生
の
指
導
に
基
づ
き
、
 

し
っ
か
り
対
処
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
 

 
次
に
辻
教
授
が
「
町
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
 

 
続
い
て
、
町
側
か
ら
「
百
歳
へ
の

挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
か

ら
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
歩
み
に
つ
い

て
、
食
生
活
改
善
推
進
事
業
や
在
宅

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
事
業
、
沖
縄
県

平
良
市
や
香
川
県
寒
川
町
（
現
さ
ぬ

き
市
）
と
の
交
流
事
業
、ま
た
、各
種
 

検
診
事
業
や
診
療
所
、
福
祉
施
設
な

ど
の
概
要
と
事
業
内
容
、
さ
ら
に
健

康
な
土
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
そ
し

て
、
教
授
か
ら
こ
れ
ま
で
の
生
活
習

慣
病
や
高
齢
者
の
疾
病
予
防
、ま
た
、
 

健
や
か
に
長
生
き
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
健
康
寿
命
」
の
研
究
の
説
明
と
、
 

基
礎
調
査
や
疾
病
予
防
の
た
め
の
事

業
の
提
案
が
町
に
対
し
て
行
わ
れ
、

同
時
に
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の

打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
、
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
の
一
層
の
強
化
に
向
け
た
基

礎
調
査
事
業
や
疾
病
予
防
の
た
め
の

事
業
な
ど
、
新
た
な
事
業
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

保健 
医療 

　 福祉 

 
 
昭和58年３月　東北大学医学部卒業 
昭和58年４月　在日米海軍病院（横須賀市）で臨床 
　　　　　　　研修 
昭和61年６月　東北大学医学部リハビリテーション 
　　　　　　　　医学研究施設助手 
平成元年４月　同医学部公衆衛生学講座助手 
平成３年７月　米国ジョンズ・ホプキンズ大学公衆 
　　　　　　　衛生学部疫学科研究員 
平成５年４月　東北大学医学部公衆衛生学講座講師 
平成８年６月　同講座助教授 
平成14年４月　東北大学大学院医学系研究科公衆衛 
　　　　　　　生学分野教授 
 
日本疫学会評議員／日本がん疫学研究会幹事 
日本公衆衛生学会評議員／日本消化器集団検診学会 
評議員 
 
厚生省健康日本21計画策定委員（平成10年～） 
日本リハビリテーション医学会認定専門医 

■ 　辻一郎教授の主な経歴 
職 歴 等  

学会役員 

そ の 他  

つじいちろう 

　１月31日、保健･医療･福祉の連携をさらに強化したトータルケアの町 
づくりを進めるため、新たに東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分 
野の辻一郎教授を迎えての打合せ会が行われました。 
　本号では、その内容や辻教授の経歴などについてお知らせします。 

　トータルケアの強化 
健康寿命の延伸に向け 
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平
成
15
年
度
生
産
調
整
 

配
分
率
は
37
％
 

  

  

                   
二
月
四
日
に
水
田
農
業
推
進
協
議

会
（
総
合
農
政
推
進
協
議
会
）
が
開

か
れ
、
平
成
十
四
年
度
の
生
産
調
整

達
成
率
が
一
〇
一
・
一
　
と
目
標
達

成
の
見
通
し
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
十
五
年
度

の
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
の
実
施

方
針
と
生
産
調
整
の
配
分
率
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
配
分
率
な
ど

が
決
定
し
ま
し
た
。
 

  
 
か
ら
町
に
配
分
さ
れ
た
生
産
調

整
目
標
面
積
が
、
昨
年
よ
り
二
一
　

多
い
三
七
四
　
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

配
分
率
を
昨
年
よ
り
〇
・
八
　
引
き

上
げ
、
三
七
　
と
す
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
平
成
十
五
年
度
も
引
き
続

き
認
定
農
業
者
や
三
　
以
上
の
耕
作

農
家
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
農
業
の

担
い
手
育
成
の
観
点
か
ら
配
分
率
を

軽
減
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

 
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
 
 
 
 

 
 
成
制
度
は
、
基
本
的
に
昨
年
と

同
様
で
す
が
、
と
も
補
償
の
交
付
単

価
が
左
表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
集
落
座
談
会
等
の
資
料

で
確
認
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
 
　
　
│
４
５
３
１
 

　
県
農
業
改
良
推
進
員
制
度
の
廃
止
 

 
 
県
の
農
業
改
良
推
進
員
制
度
は
、
 

　
集
落
に
お
け
る
農
業
生
産
技
術
の

　
伝
達
や
集
落
活
動
の
推
進
な
ど
を

　
目
的
と
し
て
昭
和
二
十
四
年
に
創

　
設
さ
れ
、
五
十
年
以
上
が
経
過
し

　
ま
し
た
。
 

 
 
し
か
し
、
近
年
の
農
業
を
取
り

　
巻
く
環
境
変
化
な
ど
に
よ
り
、
そ

　
の
役
割
が
薄
れ
て
き
て
い
る
現
状

　
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の

　
県
の
事
務
事
業
見
直
し
に
よ
り
、

　
平
成
十
四
年
度
（
現
農
業
改
良
推

　
進
員
）
の
任
期
満
了
を
も
っ
て
本

　
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

　
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

　
ざ
い
ま
し
た
。
 

45

転作方法 新交付単価 旧交付単価 

２月10日に開催された野沢・ 
尾野本地区農事連絡員会議（生 
産調整配分率などの説明が行 
われました） 

助
 

県
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

 
昨
年
十
二
月
、
政
府
は
全
国
の
生
産
調
整
面
積
を
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

増
や
し
、
一
〇
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
に
伴
い
、
町
に
対
し
て
昨
年
よ
り
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
多
い
、
三
 

七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
本
号
で
は
、
生
産
調
整
の
配
分
率
や
助
成
制
度
の
変
更
点
な
ど
に
つ
 

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成
15
年
度
生
産
調
整
 

配
分
率
は
37
％
 

そば、大豆 

などの一般 

作物の作付 

け（作付10a 

あたり） 

 

 

 

 

調整水田（実 

施10aあた 

り） 

 

 
自己保全管 

理（実施10a 

あたり） 

経営確立助成該当 

の場合（４ha以上 

の団地） 

２０，０００円　 

上記以外の場合（団 

地取り組みなし） 

１０，０００円 

 

 

交付対象面積の５ 

分の２で 

４，０００円 

 

 
交付対象面積の５ 

分の１で 

２，０００円 

２０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付対象面積の３ 

分の２で 

６，６６６円 

 

 
交付対象面積の３ 

分の１で 

３，３３３円 

と

も

補

償

交

付

単

価
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イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
多
彩
に
 

  

                        　
　
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
 

 
 
町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会

委
員
長
の
山
口
町
長
が
「
す
ば
ら
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
さ
ら
に
沖
縄
県
や
香

川
県
か
ら
の
交
流
団
に
歓
迎
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

 
続
い
て
行
わ
れ
た
そ
り
を
引
い
て

タ
イ
ム
を
競
う
「
春
木
山
レ
ー
ス
」

に
は
二
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
、
一
般
 

                        男
子
は
三
〇
〇
　
、
一
般
女
子
二
〇

〇
　
、
小
学
生
は
一
〇
〇
　
の
重
量

の
そ
り
を
引
き
、
力
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
 

 
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
桐
ゲ
タ
飛

ば
し
全
国
大
会
」
に
は
、
町
内
外
か

ら
百
六
十
五
人
が
参
加
。
参
加
者
は

日
本
新
記
録
を
め
ざ
し
て
ス
テ
ー
ジ

か
ら
思
い
切
り
ゲ
タ
を
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。
大
会
で
は
勢
い
余
っ
て
ス

テ
ー
ジ
か
ら
落
ち
る
人
も
い
て
、
歓
 

                  声
が
上
が
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
 

 
こ
の
ほ
か
、
第
五
回
国
際
雪
合
戦

や
真
冬
の
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ア
、
歳

の
神
、
雪
上
花
火
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
雪
の
れ
ん
市
（
露
店
）
が

並
び
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

 
さ
ら
に
雪
国
ま
つ
り
と
同
時
に
、

健
康
と
長
寿
の
町
づ
く
り
で
交
流
を

進
め
て
い
る
香
川
県
さ
ぬ
き
市
寒
川

町
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
輪
投
げ
大
会
交

流
や
沖
縄
県
大
宜
味
村
と
の
児
童
生

徒
、
同
平
良
市
の
食
生
活
改
善
推
進

員
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
交
流
団
の

み
な
さ
ん
は
、
雪
国
の
文
化
に
触
れ

な
が
ら
「
食
」
や
「
健
康
づ
く
り
」

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

  

 
第
十
三
回
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
は
、
雪
と
の
共
生
や
雪
国
文
化
の
創
造
 

を
テ
ー
マ
に
、
二
月
九
日
、
さ
ゆ
り
公
園
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
 

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
に
は
、
こ
の
時
季
に
は
め
ず
 

ら
し
い
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
ま
し
た
が
、
昼
ご
ろ
か
ら
日
が
さ
し
、
来
場
者
 

は
穏
や
か
な
天
候
の
中
、
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
や
春
木
山
レ
ー
ス
な
 

ど
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

オ
 

キ
 

　
ロ
 

キ
 

　
ロ
 

キ
 

　
ロ
 

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
多
彩
に
   　

①
は
優
勝
、
②
は
二
位
、
③
は
 

　
三
位
〈
敬
称
略
〉
 

 ●
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
 

 
▽
町
長
賞
 
西
会
津
工
業
会
 

 
▽
商
工
会
長
賞
 
縄
沢
自
治
区
 

 
▽
森
林
組
合
長
賞
 
安
座
自
治
区
 

 
▽
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
西
会
津
支
 

　
所
長
賞
 
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

 
▽
福
島
民
報
社
賞
 
四
町
内
会
 

 
桜
栄
会
 

 
▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
 
牧
自
 

 
治
区
 

 
▽
優
秀
賞
 
西
会
津
町
老
人
ク
 

 
ラ
ブ
連
合
会
、
野
沢
地
区
老
人
 

 
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
五
町
内
会
、
 

 
七
町
内
会
、
上
野
尻
自
治
区
 

●
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
 

 
▽
雪
国
ま
つ
り
大
賞
 
キ
ッ
ズ
 

 
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
 

 
▽
特
別
賞
 
西
会
津
中
学
校
野
 

 
球
部
、
西
会
津
中
学
校
ソ
フ
ト
 

 
ボ
ー
ル
部
 

●
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
 

 
▽
小
学
生
男
子
の
部
①
新
城
智
 

 
暉
②
坂
田
泰
知
③
前
田
義
幸
 

 
▽
小
学
生
女
子
の
部
①
長
谷
川
 

 
未
希
②
佐
藤
結
③
荒
井
知
佳
 

 
▽
中
学
生
男
子
の
部
①
矢
部
真
 

 
也
②
藤
原
智
昭
③
上
野
朝
章
 

 
▽
一
般
男
子
の
部
①
藤
田
裕
幸
 

 
②
増
田
達
哉
③
鈴
木
安
則
 

　
▽
一
般
女
子
の
部
①
長
谷
川
さ
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① 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

③ 

② 

① 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ 

③ 

② 

①
･
②
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
 

⑦
歳
の
神
 

⑤春木山レース／⑥平 
良市食生活改善推進員 
との交流 

③国際雪合戦／④町長杯争奪親善輪投げ大会 
（さぬき市寒川町老人クラブと交流） 

  
 
ゆ
り
②
黒
澤
恵
美
③
岩
原
祐
美
 

●
国
際
雪
合
戦
 

 
▽
小
学
生
の
部
①
ド
リ
ー
ム
・
 

 
チ
ー
ム
②
奥
川
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
 

 
ァ
イ
タ
ー
ズ
③
Ｗ
．
Ｓ
．
Ｄ
、
 

 
ア
ク
ア
・
ラ
ビ
リ
ン
ズ
 

 
▽
一
般
の
部
①
カ
ー
ド
キ
ャ
プ
 

 
タ
ー
小
狼
②
会
津
信
用
金
庫
③
 

 
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

●
春
木
山
レ
ー
ス
 

 
▽
一
般
男
子
の
部
①
奥
川
分
館
 

 
②
西
会
津
町
職
員
互
助
会
③
会
 

 
津
信
用
金
庫
 

 
▽
一
般
女
子
の
部
①
に
し
あ
い
 

 
づ
福
祉
会
②
奥
川
婦
人
会
Ａ
③
 

 
奥
川
婦
人
会
Ｂ
 

 
▽
小
学
生
の
部
①
交
流
Ｃ
②
交
 

 
流
Ｂ
③
交
流
Ａ
 

●
真
冬
の
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ア
 

 
▽
25
ｍ
自
由
形
①
千
年
原
博
人
 

 
②
瀧
田
道
明
③
山
寺
勝
栄
 

 
▽
50
ｍ
水
中
歩
行
男
子
①
千
年
 

 
原
博
人
②
山
寺
勝
栄
③
林
荘
介
 

 
▽
50
ｍ
水
中
歩
行
女
子
①
長
谷
 

 
川
貞
子
 

 
▽
水
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
①
 

 
Ｉ
Ｎ
Ｇ
②
カ
ッ
パ
③
に
し
あ
い
 

　
づ
福
祉
会
 

●
輪
投
げ
大
会
 

 
①
豊
洲
Ｂ
②
黒
沢
③
豊
洲
Ａ
、
 

 
上
小
島
Ａ
 

 
▽
最
優
秀
選
手
賞
佐
藤
喜
代
枝
 

 
（
豊
洲
Ａ
）
 

 
▽
優
秀
選
手
賞
斎
藤
卯
市
（
尾
 

 
登
Ａ
）、
代
島
ト
シ
子
（
森
野
）
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
 
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
 

 
 
 
 
 
何
に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
か
 

　
　
　
　
２
週
間
ぐ
ら
い
考
え
ま
し
た
が
、
 

な
か
な
か
思
い
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
そ
ん
な
と
き
、
広
報
を
読
ん
で
く
だ
さ
 

っ
た
方
か
ら
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
 

嬉
し
く
な
り
読
ん
で
み
る
と
、
と
て
も
お
 

も
し
ろ
い
内
容
で
、
最
後
に
私
に
対
す
る
 

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
質
 

問
に
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
１
つ
目
は「
将
来
、何
に
な
り
た
い
で
す
 

か
」と
い
う
質
問
で
し
た
。私
は
目
標
を
持
 

っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
 

い
る
の
で
、
将
来
の
こ
と
を
し
ば
し
ば
考
 

え
ま
す
。　
歳
の
と
き
、人
付
き
合
い
が
好
 

き
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
友
人
の
相
談
 

な
ど
に
応
じ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
喜
び
 

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
 

 
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
上
手
に
 

友
人
や
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
の
か
と
考
え
、
大
学
で
心
理
学
の
 

勉
強
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
 

 
今
で
も
、
心
理
学
の
博
士
に
な
り
た
い
 

と
い
う
目
標
（
夢
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

 
日
本
に
来
て
か
ら
こ
の
目
標
が
少
し
変
 

わ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
 

大
学
で
、
日
本
語
で
心
理
学
を
教
え
た
い
 

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
、
 

22

　豊間小と町内小学校との交流事業が１月25日と26日に行われ、ホームステイ 
や雪上運動会などを通して親睦を深めました。 
　これは、平成２年度、奥川小児童が県小中学校音楽祭に出場するため、いわ 
き市を訪れたときに、楽器が火災により焼失してしまい、その話を聞いたいわ 
き市民のみなさんから町に多大な寄付がよせられました。それ以降、お互いの 
友好を深めるため交流事業を行っています。 
　いわき市から訪れた53人の児童たちは、スキーむかで競争などで雪国を体感 
していました。 

 
文
化
財
防
火
デ
ー
合
同
消
防
訓
練
が
、
１
月
　
日
 

に
呼
賀
の
観
音
寺
で
行
わ
れ
、
消
防
団
や
女
性
消
防
 

隊
、
地
元
住
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

 
訓
練
で
は
、
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
や
重
要
物
件
 

の
搬
出
、
女
性
消
防
隊
に
よ
る
応
急
手
当
、
消
防
団
 

と
消
防
署
に
よ
る
放
水
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
、
 

参
加
し
た
方
々
は
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
真
 

剣
な
ま
な
ざ
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

26
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一
生
懸
命
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
最
近
、
心
理
学
以
外
に
パ
ソ
コ
 

ン
に
も
興
味
が
涌
い
て
き
た
の
で
、
そ
の
 

分
野
を
学
び
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
仕
事
を
見
つ
 

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
番
良
い
の
か
も
 

知
れ
ま
せ
ん
。
 

 
２
つ
目
は
「
ど
う
し
て
日
本
に
来
た
の
 

で
す
か
」
と
い
う
質
問
で
し
た
。
信
じ
ら
 

れ
な
い
話
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
に
行
 

く
と
い
う
こ
と
は
　
秒
で
決
心
し
ま
し
た
。
 

 
１
９
９
７
年
の
８
月
頃
、
付
き
合
っ
て
 

い
た
彼
女
と
別
れ
、
と
て
も
寂
し
く
感
じ
 

て
い
た
と
き
、
友
人
か
ら
「
１
年
契
約
の
 

仕
事
が
あ
る
の
で
、
日
本
に
行
き
ま
せ
ん
 

か
」
と
言
わ
れ
、
お
も
し
ろ
そ
う
で
興
味
 

深
く
な
り
、
ま
た
、
色
々
な
こ
と
が
で
き
 

る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
 

 
そ
の
仕
事
は
２
週
間
後
か
ら
始
ま
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
結
論
を
出
 

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
時
、
日
本
語
も
 

ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
決
 

心
し
、
大
学
に
行
く
こ
と
を
１
年
延
期
し
 

ま
し
た
。
 

 
そ
の
１
年
の
間
に
日
本
の
文
化
や
言
葉
 

に
興
味
を
持
ち
、
大
学
を
卒
業
し
た
ら
絶
 

対
ま
た
戻
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
 

て
、大
学
卒
業
後
、再
び
日
本
に
来
ま
し
た
。
 

 
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
 

な
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル
を
お
待
ち
し
て
い
 

ま
す
。（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スcw

est91@
m
uc. 

biglobe.ne.jp

） 

30

　多年にわたり、交通事故防止に貢献された松尾の 
長谷川君男さん（現喜多方地区交通安全協会副会長） 
が交通栄誉章緑十字銀章を受章、また、妻の幸子さ 
んも多年にわたる励ましや協力が認められて感謝状 
を受けられ、１月27日、報告のため役場を訪れました。 
　長谷川さん夫妻は、今後も交通事故防止のため尽 
くしていきたいと語っていました。 

　 

　
２
月
　
日
、
福
島
県
立
医
科
大
学
の
清
水
教
 

授
に
よ
る
健
康
講
演
会
が
公
民
館
で
開
か
れ
ま
 

し
た
。清
水
教
授
は
血
圧
研
究
の
第
一
人
者
で
、
 

講
演
会
に
は
約
　
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
演
 

で
は
、
平
成
　
年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
内
で
 

の
宇
宙
生
物
実
験
に
加
わ
っ
た
話
な
ど
を
交
え
 

な
が
ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
血
圧
に
つ
い
て
説
 

明
が
行
わ
れ
、
最
後
は
「
血
圧
は
程
々
に
気
に
 

す
る
の
が
良
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
お
ら
 

か
に
伸
び
伸
び
と
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
」
と
 

い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

15

10
300

　２月20日と21日に精神障害者ホームヘルパー 
養成研修が公民館や喜多方市の飯塚病院を会場 
に開かれました。これは、にしあいづ福祉会の 
登録ヘルパーを対象に精神障害者への在宅サー 
ビス向上と充実を目的に行われました。 
　修了者25人は２日間、基礎知識に関する講話 
や施設での実地研修などの講義を受けました。 
　閉講式では、薄健康福祉課長が「精神障害者 
支援のためみなさんの活発な活動をお願いしま 
す」とあいさつ。修了証を手にした方々は達成 
感であふれていた様子でした｡ 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

鯉こく、鯉のあらいに挑戦 
（男の料理教室） 

楽しくキーボードにタッチ・パソコン講座 
（女性講座） 

冬季の運動不足解消・太極拳体験 
（歳百合学園） 

人生の先輩と野外活動体験・世代交流会 
（ふるさとふれあい教室・わんぱく塾） 

お父さん・お母さんとみんなと仲良く楽しくスイカ割り 
（親子でバーベＱ・子育てサークル） 

中学生のがんばった大会でした 
（初開催のバレーボールフェスティバル） 

             て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
社
会
情
勢
が
一
層
複
雑
多
様
化
し
て
い
く
 

な
か
、
生
涯
を
と
お
し
て
自
ら
を
高
め
、
充
 

実
し
た
人
生
を
お
く
れ
る
よ
う
公
民
館
で
は
、
 

学
級
講
座
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
 

も
同
様
に
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

み
な
さ
ん
も
生
涯
学
習
を
と
お
し
て
自
分
の
 

生
き
が
い
づ
く
り
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 

             度
末
の
こ
の
時
期
、
各
学
級
講
座
の
閉
講
を
迎

え
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
各
種
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
や

分
野
に
お
い
て
学
習
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
 

々
か
ら
は
、
「
み
ん
な
と
一
緒
に
や
れ
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
来
年
度
も
続
け
て
や
っ
 

                  　
　
公
民
館
で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
求
め

　
て
い
る
み
な
さ
ん
に
こ
た
え
る
た
め
、
さ
ま

　
ざ
ま
な
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
年
 

平
成
　
年
度
の
ま
と
め
 

14
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インディアカ 
卓　　　球 
スイミング（水泳） 
グラウンドゴルフ 
ペ タ ン ク  
ストレッチ体操 
レクダンス 
カローリング 
エアロビクス 

10 
11 

1、8、15 
5、13 
15 
17 
7 
6 
8

月 
火 
土 
水 
土 
月 
金 
水 
土 

19：00～20：30 
19：00～20：30 
19：30～20：00 
13：30～15：30 
10：00～12：00 
19：00～20：00 
13：30～15：30 
10：00～12：00 
17：00～18：30

旧群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園室内プール 

すぱーく西会津 
 
 

西会津町公民館 

3月教室開催案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として大人 
　１回４００円が必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポー 
　ツクラブにお申し込みください。くわしくは、西会津 
　町公民館・体育振興係（電話45－3244）へお問い合わ 
　せください。 

　　　　　　　　　　　絵　本　・　児　童　書 
１　トランとブッチのぼうけん 
２　だいじようぶかしらねずみくん 
３　うたってくださいことりさん 
４　ゆめのゆき 
５　オリビアかぞえる 
６　ともだち 
７　なんだかうれしい 
８　えほん　とべないほたる11 
９　１ねん１くみ１ばんえらい！ 
10　発掘　なぞなぞ大事典 
11　デルトラ・クエスト　５・６巻 
　　　　　　　　　　　　　一　　般　　書 
１　本の虫 
２　加藤シヅエ　凛として生きる 
３　私の仕事 
４　思春期にがんばってる子 
５　「学力低下」をどうみるか 
６　ようこそニュートリノ天体物理学へ 
７　飾り結びのアクセサリー 
８　自分でできるきものの着つけと帯結び 
９　ももこの宝石物語 
10　贈る物語　Terror 
11　贈る物語　Mystery 
12　贈る物語　Wonder 
13　百人一首　－古典で学ぶ日本－ 
14　腹切り同心　　－幽剣抄－ 
15　リスク 
16　解夏 
17　いつか記憶からこぼれおちるとしても 
18　愛と永遠の青い空 
19　おわらない夏 
20　しまなみ幻想 

 
あべ　弘士 
五味　太郎 
五味　太郎 
エリック・カール 
イアン・ファルコナー 
和田　誠 
谷川　俊太郎 
小沢　昭巳 
後藤　竜二 
本間　正夫 
エミリー・ロッダ 
 
スティーブン・ヤング 
加藤　シヅエ 
緒方　貞子 
明橋　大二 
尾木　直樹 
小柴　昌俊 
知光　薫 
木口屋　芳子 
さくら　ももこ 
宮部　みゆき 
綾辻　行人 
瀬名　秀明 
田辺　聖子 
菊池　秀行 
井上　尚登 
さだ　まさし 
江国　香織 
辻　仁成 
小沢　征良 
内田　康夫 

  

  

  

  

は
な
し
 

く
う
げ
き
 

た
ま
も
の
ま
え
 

げ
ん
の
う
 

す
 

あ
だ
 

む
や
み
 

た
た
 

し
　
が
 

も
 

お
ろ
 

も
と
 

あ
く
ご
う
 

ば
つ
 

く
ち
お
 

か
ん
し
 

は
や
 

く
ぜ
つ
 

た
ぶ
ら
 

む
　
つ
 

（
河
）
 

未
 

ガ
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
こ
の
噺
は
新
郷
・
原
の
五
十
嵐
隆
二
家
に
伝
 

わ
る
『
狐
敵
討
虚
説
物
語
』
と
い
う
書
が
原
本
 

だ
が
、
そ
の
終
わ
り
に
「
寛
政
十
一
年
　
六
月
 

朔
日
　
五
十
嵐
孫
右
衛
門
」
と
あ
っ
て
今
か
ら
 

二
〇
四
年
前
、
隆
二
氏
の
祖
先
が
「
空
隙
の
楽
 

し
み
」
と
し
て
書
き
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
舞
台
は
「
陸
奥
会
津
御
領
川
沼
郡
野
沢
組
程
 

窪
村
の
上
谷
山
」
。
そ
の
上
谷
山
に
関
東
・
那
 

須
野
　
原
の
狐
│
│
平
安
末
期
、
鳥
羽
天
皇
の
 

寵
姫
玉
藻
前
に
化
け
た
金
毛
九
尾
 

の
狐
が
殺
さ
れ
て
殺
生
石
と
な
っ
 

た
の
を
熱
塩
村
示
現
寺
の
玄
翁
和
 

尚
が
杖
で
二
つ
に
割
り
、
現
れ
た
 

霊
を
成
仏
さ
せ
た
と
い
う
有
名
な
 

狐
の
余
類
で
、
こ
ん
こ
ん
丸
と
い
 

う
狐
が
棲
み
、
そ
れ
が
越
後
街
道
 

に
出
て
は
旅
人
を
誑
か
し
、
往
来
 

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
 

　
そ
こ
で
街
道
筋
の
綱
（
縄
）
沢
 

村
の
若
者
ら
が
集
ま
っ
て
「
山
狩
 

り
を
し
て
退
治
し
よ
う
」
と
相
談
 

し
た
と
こ
ろ
、
日
ご
ろ
力
自
慢
の
勘
七
が
「
何
 

だ
、
た
か
が
狐
一
匹
く
ら
い
、
お
い
ら
が
一
人
 

で
始
末
し
て
や
る
わ
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
み
 

ん
な
が
「
お
う
そ
ん
じ
ゃ
勘
七
、
た
の
む
ぞ
」
 

と
い
う
次
第
と
な
っ
た
。
 

　
勘
七
は
得
意
然
と
し
て
家
に
帰
り
、
そ
の
話
 

を
す
る
と
父
親
の
勘
吉
が
顔
色
を
変
え
、
 

　
「
と
ん
で
も
な
い
ぞ
勘
七
。
狐
に
仇
を
す
れ
 

ば
必
ず
そ
の
仇
を
返
す
と
い
う
で
は
な
い
か
。
 

た
と
え
畜
類
と
い
っ
て
も
、
そ
の
命
を
無
闇
に
 

奪
う
な
ど
と
い
う
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
生
 

き
と
し
生
け
る
も
の
、
命
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
と
 

て
あ
る
も
の
か
。
ま
し
て
や
、
狐
は
昔
か
ら
神
 

変
自
在
と
伝
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
通
力
の
あ
る
 

狐
を
害
し
て
、
そ
の
祟
り
な
く
せ
ず
に
置
く
べ
 

き
や
。
勘
七
お
前
、
気
で
も
狂
う
た
か
、
こ
の
 

た
わ
け
者
め
が
！
」
 

　
と
怒
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勘
七
は
「
な
あ
に
狐
 

　
　
　
　
　
や
狸
」
と
歯
牙
に
も
掛
け
ず
に
支
 

　
　
　
　
　
度
を
始
め
た
。
そ
れ
を
見
て
勘
七
 

　
　
　
　
　
の
女
房
が
気
を
揉
み
、
止
め
に
入
 

　
　
　
　
　
る
の
だ
が
、
そ
の
原
文
。
 

　
　
　
　
　
　
「
愚
か
ぞ
や
こ
ち
の
人
、
と
と
 

　
　
　
　
　
さ
ん
の
仰
せ
は
正
八
幡
の
御
託
宣
 

　
　
　
　
　
よ
り
な
お
重
し
。
狐
の
所
意
は
恐
 

　
　
　
　
　
ろ
し
き
も
の
と
聞
く
。
た
と
え
御
 

　
　
　
　
　
身
に
障
り
な
く
と
も
、
親
の
罪
を
 

　
　
　
　
　
子
が
か
ぶ
る
と
申
し
、
も
し
子
孫
 

　
　
　
　
　
に
祟
り
あ
る
時
は
家
断
絶
の
基
い
 

　
　
　
　
　
な
り
。
お
聞
き
入
れ
な
さ
れ
な
ば
 

第
一
に
親
不
孝
。
第
二
に
は
子
孫
に
悪
業
。
第
 

三
に
は
大
な
る
罰
と
な
っ
て
地
獄
の
た
ね
の
獄
 

卒
な
り
。
第
四
に
は
酔
狂
者
と
世
の
人
の
口
は
 

さ
み
に
さ
れ
ん
こ
と
口
惜
し
き
な
り
。
ど
う
ぞ
 

こ
の
理
を
聞
き
分
け
て
、
と
ど
ま
り
給
え
」
 

　
と
涙
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
諌
止
し
た
 

の
だ
っ
た
が
、
手
柄
に
逸
る
勘
七
の
耳
に
そ
ん
 

な
口
説
は
届
く
は
ず
も
な
く
、
飼
い
犬
を
連
れ
 

て
い
っ
さ
ん
に
飛
び
出
し
た
。
　
（
つ
づ
く
）
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

　　図書返却のお願い 

　現在借りている本で期間の過ぎた 

本や読み終えた本は、図書館に忘れ 

ず返却ください。 
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骨の比較骨の比較 

健康な人 

骨粗しょう症の人 

健康な人 

骨の比較 

骨粗しょう症の人 

カルシウムを十分に 
牛乳や乳製品は 
カルシウムをと 
る近道です。 

日光浴をする 
日光を浴びると皮下 
脂肪でビタミンＤが 
つくられ、カルシウ 
ムの吸収に役立ちま 
す。 

運動をする 
高齢者でも運動で 
骨量を増やせます。 
太極拳などの運動 
をしましょう。 

　整理整頓を心がけ、階段にすべ 
り止めや手すりをつけたり、室内 
の照明を明るくしたりし、安全対 
策をしましょう。 
 
　　　　　　　　　　　　室内で履くスリッパや外で履く 
　　　　　　　　　　　靴は、靴底にすべり止めがついた 
　　　　　　　　　　　物を選びましょう。 

履き物に注意しましょう 

室内の安全対策をしましょう 

　　　↑ 
すべり止めつき 

すべり止め 
　　↓ 

手すり 
　↓ 

照明 
　↓ 

  

【
閉
経
期
】
 

 
女
性
は
閉
経
す
る
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
）
が
減
少
し
、
骨
量
が
急
激
に
減
っ

て
骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

 
こ
の
時
期
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
定
期

的
に
骨
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

【
高
齢
期
】
 

 
骨
量
が
減
り
、
少
し
転
ん
だ
だ
け
で
も
骨
折

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

 
こ
の
時
期
に
は
、
適
切
な
生
活
習
慣
に
加
え
、
 

転
ば
な
い
よ
う
工
夫
す
 

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
転
ば
な
い
こ
と
は
、
 

「
寝
た
き
り
予
防
」
に
 

も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

                       
骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
（
骨
量
）
は
、
三

十
歳
代
で
最
大
に
な
り
、
四
十
歳
以
降
に
な
る

と
除
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
も
確
実
に
減
っ

て
い
き
ま
す
。
 

【
成
人
期
】
 

 
十
歳
代
後
半
か
ら
三
十
歳
 

代
ま
で
に
最
大
と
な
っ
た
骨
 

量
は
、
そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
安
定
 

し
ま
す
が
、
特
に
女
性
は
、
 

妊
娠
や
授
乳
期
に
十
分
カ
ル
 

シ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

   　
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
が
減
少
し
、
骨
の
内
部
 

に
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
穴
が
あ
い
た
状
態
（
す
 

か
す
か
の
状
態
）
に
な
り
、
骨
が
も
ろ
く
折
れ
 

や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
 

            
骨
粗
し
ょ
う
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
、
大

き
く
分
け
て
二
種
類
あ
り
ま
す
。
病
気
予
防
の

た
め
、
食
生
活
の
改
善
な
ど
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

①
生
ま
れ
つ
き
で
変
わ
ら
な
い
原
因
 

 
◆
高
齢
に
な
る
ほ
ど
な
り
や
す
い
 

 
◆
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
な
り
や
す
い
 

 
◆
家
族
歴
 

 
◆
早
い
閉
経
 
な
ど
 

②
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
予
防
で
き

　
る
原
因
 

 
◆
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
 

 
◆
極
端
な
食
事
制
限
 

 
◆
運
動
不
足
 

 
◆
日
光
浴
不
足
 

 
◆
喫
煙
や
過
度
の
飲
酒
 

 
◆
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
す
ぎ
 
な
ど
 

骨粗しょう症が進むと骨折しやすくなります 
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みんなの広場 みんなの広場 
小
林
　
重
良
 

　
　
〔
下
小
屋
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

　
旧
高
陽
根
分
校
校
舎
の
眺
め
 

　
（
当
時
の
仲
間
、
同
級
生
の
声
が
聞
こ
 

　
え
て
く
る
よ
う
で
、
私
に
と
っ
て
は
思
 

　
い
出
の
詰
ま
っ
た
宝
の
校
舎
で
す
）
 

あなたの特技は？ 
　手話です。Ｕターンする前、 
埼玉で10年ぐらい手話サークル 
活動をしたことがあります。 
 
最近感動したことは？ 
　喜多方のとある横断歩道で小 
学生数名を渡してあげたとき、 
深々とおじぎされ、その礼儀正 
しさに感動しました。 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　瞬間湯沸器 

 

これからやってみたいことは？ 

　町に手話サークルをつくり、 

活動したいです。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｋ．Ｓさん（10町内） 

 
今
月
は
、
八
町
内
の
小
林
幸
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

 
小
林
さ
ん
は
、
去
年
九
月
か
ら
小
学
一
、
二
年
生
の
子
ど
も
 

た
ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
　

お
話
の
会
　

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
で
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、公
民
館
事
業
の
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
 

ク
ラ
ブ
な
ど
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
工
作
な
ど
 

物
づ
く
り
の
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
「
自
分
が
小
さ
い
頃
、
よ
く
母
が
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
く
 

れ
て
、
寝
る
前
の
ひ
と
時
が
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
子
 

に
も
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
ほ
か
の
子
に
朗
読
し
て
あ
 

げ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
り
 

の
方
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ま
だ
四
回
ほ
ど
で
 

す
が
西
会
津
中
で
行
わ
れ
て
い
る
　

お
話
の
会
　

に
参
加
し
て
い
 

ま
す
。
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
始
め
の
頃
は
大
勢
の
子
ど
も
 

た
ち
を
前
に
し
た
朗
読
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
し
て
本
を
持
つ
手
 

が
震
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
熱
心
に
聞
く
子
ど
も
の
表
情
を
 

見
た
り
、ま
た
、子
ど
も
の
想
像
力
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
と
き
は
、
 

参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」
（
小
林
さ
ん
）
 

 
そ
の
よ
う
に
話
す
小
林
さ
ん
に
、
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
 

ろ
「
や
っ
ぱ
り
、
子
ど
も
の
笑
顔
、
そ
れ
か
ら
、
手
芸
や
料
理
、
 

工
作
な
ど
、
物
が
で
き
る
喜
び
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
以
前
に
は
、
保
育
に
携
 

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
 

当
に
子
ど
も
が
好
き
な
小
 

林
さ
ん
は
、最
後
に「
ま
だ
 

ま
だ
朗
読
は
上
手
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
が
、
勉
強
し
な
 

が
ら
自
分
の
子
が
大
き
く
 

な
っ
て
も
続
け
て
い
き
た
 

い
で
す
。そ
し
て
、子
ど
も
 

た
ち
の
成
長
の
た
め
、
役
 

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
 

…
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

小林幸子さんと長男の拓也くん 

　　長谷川辰男さん（2月号から）  
　◆　メッセージ　◆ 
　　これからも走ることや仕事頑張 
　ってください。 

″
 

″
 

″
 

″
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【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
 
　
　
│
２
２
１
４
 

     
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日（
午
前
零
時
）
 

現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
（
割
賦
購

入
の
場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

 
例
年
、「
自
動
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
納

税
通
知
書
が
届
い
た
」、
あ
る
い
は「
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
」
な
ど
、
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

 
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く
よ
う
に
自

動
車
を
譲
り
渡
し
た
り
、下
取
り
に
出
し
た
り
、
 

ま
た
、
廃
車
や
住
所
の
異
動
を
し
た
と
き
な
ど

は
、
早
め
に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
等
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
３
５
 

     
例
年
、
３
月
は
自
動
車
の
検
査
や
登
録
手
続

き
が
急
増
し
、
処
理
の
遅
延
や
混
雑
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
、
小
型
二
輪
車
等
の

「
廃
車
」
や
「
名
義
変
更
」、「
住
所
変
更
」
等

の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
国
土
交
通
省
福
島
運
輸
支
局
 

 
　
０
２
４
│
　
│
０
３
４
１
 

 
軽
自
動
車
検
査
協
会
福
島
事
務
所
 

 
　
０
２
４
│
　
│
３
２
２
２
 

                明
な
点
は
、
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
野
沢
郵
便
局
　
　
　
│
２
１
６
０
 

　
群
岡
郵
便
局
　
　
　
│
２
２
３
０
 

　
笹
川
郵
便
局
　
　
　
│
２
４
３
０
 

     
３
月
や
４
月
は
退
職
や
就
職
、
転
勤
そ
し
て

進
学
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
 

 
こ
の
時
期
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
異
動
届
で
す
。
届
出

が
遅
れ
る
と
加
入
し
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

国
保
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
医
療
の
給
付
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

                   　
こ
れ
ま
で
群
岡
郵
便
局
及
び
笹
川
郵
便
局
で

行
っ
て
い
ま
し
た
郵
便
物
の
集
配
、
貯
金
、
保

険
の
集
金
等
の
業
務
は
、
３
月
３
日（
月
）か
ら

野
沢
郵
便
局
で
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
、
集
配

時
間
が
多
少
変
わ
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
群
岡
、
笹
川
郵
便
局
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
郵
便
・
貯
金
・
保
険
窓
口
の
利
用
、
 

年
金
や
恩
給
の
受
け
取
り
な
ど
が
可
能
で
す
。
 

◆
群
岡
、
笹
川
郵
便
局
窓
口
取
扱
時
間
 

　
●
郵
　
　
　
便
　
　
月
〜
金
曜
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

　
●
貯
金
・
保
険
　
　
月
〜
金
曜
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

　
※
郵
便
、貯
金
･
保
険
窓
口
と
も
土
、日
曜
、

　
　
祝
日
は
休
み
 

　
郵
便
番
号
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。
ご
不
 

45

454747

29

 

　４月１日から町の公金の収納と支払いを 

取り扱う指定金融機関が「会津信用金庫」 

から「会津いいで農業協同組合」に変わり 

ます。 

　また、東邦銀行喜多方支店や会津信用金 

庫西会津支店、福島協和信用組合西会津支 

店でも収納代理金融機関として公金の収納 

を取り扱います。 

　なお、４月からの指定金融機関変更によ 

り、特に手続きは必要ありませんので、従来 

どおりご利用ください。 

 

【問い合わせ先】 

　出納室　　45─２２１７ 

546 546
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45

24

25

29

21

                      
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３
月
と

４
月
の
２
カ
月
間
、
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
引
越
相
談
所
を
開
設
し
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
る
引
越
し
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
引
越
相
談
の
時
間
 

 
 
電
話
で
の
相
談
は
、
土
、
日
曜
、
祝
日
を

　
除
く
月
〜
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

　
後
４
時
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
終
日
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。
 

◆
引
越
相
談
所
 

 
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
津
若
松
支
部
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
４
８
５
５
 

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
４
２
│
　
│
２
１
９
９
 

    
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
や
労
働

組
合
と
使
用
者
の
間
の
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
来
所

に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
委
員
会
で
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
無

料
発
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◆
相
談
日
時
 
毎
週
月
〜
金
曜
日
 

 
 
 
 
 
 
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
　
分
 

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
西
庁
舎
）
 

 
　
０
２
４
│
　
│
７
５
９
４
 

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
４
│
　
│
７
５
９
６
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.fukus 

　him
a.jp/chiroui/

　
　
入
費
を
対
象
）
 

◆
事
業
実
施
主
体
 

 
地
域
づ
く
り
団
体
等
の
民
間
団
体
 

◆
補
助
対
象
事
業
費
 

 
 
原
則
と
し
て
ソ
フ
ト
事
業
は
　
万
円
、
ハ

　
ー
ド
事
業
は
　
万
円
が
下
限
 

◆
補
助
率
 

 
 
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
で
、

　
上
限
額
は
　
万
円
 

◆
募
集
期
間
 
 
 

 
４
月
１
日（
火
）〜
５
月
　
日（
金
）
 

◆
決
定
時
期
 
６
月
上
旬
（
予
定
）
 

 
こ
の
補
助
事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団
体
 

等
は
、
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
会
津
地
方
振
興
局
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
１
７
 

 
企
画
調
整
課
 

 
　
　
│
４
５
３
６
 

     
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
で
は
、
４
月
１
日
か
 

ら
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
利
用
で
き
 

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
そ
の
利
用
を
希
望
さ
れ
 

る
方
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
際
に
 

「
住
民
票
」
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
 

す
。（
住
民
票
を
提
出
す
る
方
法
で
も
申
請
は
可

能
で
す
）
 

 
な
お
、「
戸
籍
謄（
抄
）本
」
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
国
際
課
 
　
０
２
４
│
　
│
７
９
９
９
 

    
県
で
は
、
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
補
 

助
事
業
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
な
ど
の
社

会
環
境
変
化
の
中
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
活

動
が
地
域
社
会
を
支
え
る
力
と
し
て
そ
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
　
世
紀
を
迎
え

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域

づ
く
り
団
体
等
が
地
域
振
興
の
た
め
に
行
う
事

業
を
支
援
す
る
補
助
事
業
で
す
。
 

◆
補
助
対
象
事
業
 

 
 
「
多
彩
な
ふ
れ
あ
い
・
交
流
が
展
開
す
る

　
地
域
の
形
成
」、「
魅
力
あ
る
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

　
地
域
の
形
成
」
、「
産
学
連
携
に
よ
る
高
度
技

　
術
産
業
圏
域
の
形
成
と
地
場
産
業
や
活
力
あ

　
る
農
林
業
の
展
開
」
、「
都
市
機
能
の
充
実
と

　
周
辺
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
圏
域
の
一
体
的

　
な
振
興
」
の
４
つ
の
基
本
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

　
で
、
広
域
的
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
先
進
的

　
な
事
業
 

◆
対
象
事
業
の
区
分
 

 
●
ソ
フ
ト
事
業
 

 
 
 
広
域
的
な
波
及
効
果
の
大
き
い
人
材
育

　
　
成
、
地
域
間
交
流
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
、
地
域

　
　
課
題
に
対
応
し
た
調
査
研
究
な
ど
の
活
動

　
　
事
業
 

 
●
ハ
ー
ド
事
業
 

 
 
 
生
活
環
境
の
整
備
及
び
地
域
産
業
、
観

　
　
光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
　
ョ
ン
な
ど
の
振
興
に
必
要
な
施
設
及
び
設

　
　
備
の
整
備
事
業
（
実
施
設
計
費
、
用
地
取

　
　
得
及
び
補
償
費
、
工
事
請
負
費
、
備
品
購
 

521

521

15

30521

500
100

16

50

　町では、町外にお住まいの方にも町の 
情報や話題を提供するため、毎月「広報 
にしあいづ」を郵送によりお届けしてい 
ます。 
　みなさんの親戚や知人の方など、購読 
を希望される方は、次に申込みください。 
◆負担金額　年間２,０００円（12カ月分） 
　なお、負担金は郵便小為替で送金くだ 
さい。 
【申込み・問い合わせ先】 
　地域振興課　　45─２２１３ 
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石　本　岩　見（78）健　二　　父　　１町内 
齋　藤　キヨイ（79）新　一　　母　　堀　越 
長谷川　寅　雄（75）サキ子　　夫　　中　野 
岩　渕　　　賢（79）東　吾　 祖父 　縄　沢 
安　部　安　吉（83）　久　　　父　　山　口 
高　橋　　　亨（64）春　代　　夫　　徳　沢 
齋　藤　忠　男（54）春　雄　　兄　　屋　敷 
佐　藤　ク　ニ（87）定　雄　　母　　楢木平 
大　竹　貞　子（79）朝　喜　　妻　　　原 
猪　俣　正　博（54）ミヨシ　　夫　　道　目 
岩　橋　萬右衛門（73）百合子　　父　　中　町 
宮　澤　ハルイ（87）テツ子　　母　　大舟沢 

結　城　政　実　　中　町 
細　川　君　枝　　高郷村 

あや か 

せい ご 

ゆう だい 

ま 

ひ 

ま り あ  

な 

ひろ 

物　江　綾　香　　一夫・亜由美　下小屋 

齋　藤　陽　奈　　裕一・美穂　　尾　登    

江　川　満里愛　　恵一・すが子　上野尻 

高　津　雄　大　　友一・智美　　端　村 

上　野　清　護　　清喜・香織　　井　谷 

佐　藤　真　尋　　淳・千恵　　　向　原 

◆日時　３月 7日（金） 
　　　　　　27日（木） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

3月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

3月10日（月） 納期限 

3月25日（火） 納期限 

○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，２３５人　　　－１５人 
　男　　　４，４９２人　　　－　８人 
　女　　　４，７４３人　　　－　７人 
世　帯　　３，００７世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 

会津若松市 

 

喜 多 方 市 

会津若松市 

 

西 会 津 町 

会津若松市 

 

会津坂下町 

会津若松市 

 

喜 多 方 市 

会津若松市 

筒　井　歯　科 

 

松　崎　歯　科 

長　峯　歯　科 

 

渡　部　歯　科 

はなばたけ歯科 

 

中　島　歯　科 

蓮　沼　歯　科 

 

宮　城　歯　科 

本　間　歯　科 

（０２４２）２６－８３７１ 

 

（０２４１）２４－４２２１ 

（０２４２）２９－４１８２ 

 

（０２４１）４５－３０１１ 

（０２４２）２５－４７５０ 

 

（０２４２）８３－９２９２ 

（０２４２）２８－７１１０ 

 

（０２４１）２２－７４５４ 

（０２４２）２２－０９２２ 

２２－０４１４ 
２２－００３４ 
３８－３７１７ 
３２－３３３０ 
２２－０２８９ 
 
２４－３３３３ 
２２－３１３５ 
２７－３６８０ 
２６－３５１５ 
２８－１２０５ 
 
２４－５０２１ 
２４－４１８７ 
２７－５６１８ 
２４－０５０６ 
３３－１１２２ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１   
２２－０００５ 
２４－８９１１ 
２７－４６０１ 
２８－９１１９ 
 
２２－２１８１ 
２２－０２９３ 
２７－３７８６ 
２７－７６８６ 
２７－０８５８ 

3月9日 

16日 

21日 

23日 

30日 

3月9日 

16日 

21日 

23日 

30日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

　
雪
国
ま
つ
り
と
同
時
に
沖
縄
県
大
 

宜
味
村
の
児
童
や
平
良
市
の
食
生
活
 

改
善
推
進
員
、
ま
た
、
香
川
県
さ
ぬ
 

き
市
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
▼
初
め
て
雪
に
触
れ
た
大
 

宜
味
小
の
金
城
校
長
は
「
来
る
途
中
 

の
温
度
計
の
マ
イ
ナ
ス
表
示
や
凍
結
 

注
意
の
標
識
に
驚
き
、
雪
に
感
動
し
、
 

興
奮
し
て
眠
れ
ず
睡
眠
不
足
で
す
。
 

今
後
も
こ
の
交
流
が
続
く
こ
と
を
切
 

に
願
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
 

た
▼
去
年
の
夏
、
町
の
児
童
た
ち
も
 

沖
縄
で
琉
球
文
化
を
学
び
、
西
会
津
 

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
し
 

た
に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
▼
十
回
目
 

と
な
っ
た
こ
の
児
童
生
徒
交
流
事
業
。
 

今
後
も
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
 

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
 

小　　野　　病　　院 
手　代　木　医　院 
さいとう内科胃腸科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
志　　波　　医　　院 
 
鳴　　瀬　　病　　院 
ひ　ら　の　医　院 
ク リ ニ ッ ク 高 谷 
佐　　藤　　病　　院 
あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 
 
有　　隣　　病　　院 
福田耳鼻咽喉科医院 
手　　塚　　医　　院 
わたなべクリニック 
佐 瀬 皮 膚 科 医 院 
 
入　　澤　　病　　院 
佐　　原　　病　　院   
星　　　医　　　院 
遠山胃腸科内科医院 
いとう子どもクリニック 
山 口 皮 ふ 科 医 院 
 
県 立 喜 多 方 病 院 
三 浦 産婦人科医院 
佐藤内科小児科医院 
森 田 小 児 科 医 院 
石 田 眼 科 医 院 


